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春色に染まった市内を 
4800人のランナーが 

駆け抜ける！ 

4月1日から第1子と第2子にも3歳まで 
月額１万円［5千円の増］を支給します。 

児童手当制度が改正！ 



　
月
日
の
流
れ
は
速
い
も
の
で
、平
成

15
年
4
月
満
開
の
桜
の
花
に
見
守
ら

れ
、７
万
余
の
市
民
の
希
望
を
託
し
、

全
国
唯
一
の
カ
タ
カ
ナ
名
の
市
と
し
て

注
目
を
集
め
た
新
市
の
発
足
か
ら
、既

に
4
年
を
経
過
い
た
し
ま
し
た
。 

　
私
も
、市
民
の
負
託
を
得
て
市
長

に
就
任
し
て
以
来
、「
清
潔
・
公
平
・
信

頼
」の
基
本
姿
勢
を
堅
持
し
、こ
の
4

年
間
を
そ
れ
ぞ
れ「
合
併
元
年
」「
改

革
の
年
」「
実
行
の
年
」「
仕
上
げ
の
年
」

と
位
置
づ
け
、基
盤
整
備
に
努
力
を

積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。し
か
し

な
が
ら
、合
併
と
同
時
期
に
国
か
ら
示

さ
れ
た「
三
位
一
体
の
行
財
政
改
革
」

の
荒
波
の
中
で
、市
の
新
た
な
財
政
基

盤
の
整
備
に
苦
慮
し
た
４
年
間
で
も

あ
り
ま
し
た
。 

　
真
っ
先
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、「
新

市
の
建
設
計
画
」の
見
直
し
を
は
じ
め
、

行
政
の
効
率
化
と
財
政
基
盤
の
強
化

を
目
指
し
た
行
財
政
改
革
で
あ
り
ま

す
。さ
ら
に
、旧
６
町
村
の
垣
根
を
取

り
払
い
、サ
ー
ビ
ス
の
質
の
均
一
化
、バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
事
業
の
執
行
と
負
担
の

公
平
化
を
進
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、合
併
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
、地
域
の

将
来
像
等
を
明
確
に
す
る
た
め
、市
の

総
合
計
画「
ア
ル
プ
ス
プ
ラ
ン
２
０
０
５
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。 

　
一
方
、南
ア
ル
プ
ス
市
民
総
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
い
う
趣
旨

か
ら
、毎
年
、地
域
ご
と
に
市
民
の
皆

さ
ん
と
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、「
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
」を
開
催
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。懇
談
会
で
は
、新
市
の
台

所
は
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
を

（南アルプス市役所本庁舎前） 

地
域
の
垣
根
を
取
り
払
い 

サ
ー
ビ
ス
の
均
一
化
と 

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
事
業
に
配
慮 

退
任
あ
い
さ
つ

石
川 
豊 
前
市
長 
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訴
え
る
と
と
も
に
、可
能
な
限
り
市

民
の
声
を
行
政
に
反
映
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

　
そ
の
結
果
、自
主
自
立
を
目
指
し

た
合
併
は
、市
民
、企
業
、行
政
の一
体

化
へ
と
繋
が
り
、人
口
も
順
調
に
増
加

し
、都
市
の
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
等
に

お
い
て
も
、常
に
全
国
上
位
に
ラ
ン
ク

さ
れ
る
な
ど
、南
ア
ル
プ
ス
市
は
そ
の

爽
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
に
加
え
、存
在
感

あ
る
市
と
し
て
、広
く
全
国
に
認
め
ら

れ
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、こ
の
た
び
当

選
さ
れ
た
今
沢
忠
文
新
市
長
さ
ん
に
、

「
南
ア
ル
プ
ス
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、そ

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
ば
か
り
で
あ

り
ま
す
。是
非
、よ
り
一
層
の
ご
尽
力
ご

活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。」と
、エ
ー

ル
を
贈
り
、退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

（株）パイオニアの新工場建設予定地 
（造成工事中） 

甲西中の新校舎（平成18年1月完成） 

市として初めて企業誘致した（株）三甲 

白根巨摩中の体育館（17年3月完成） 

青少年児童センター「南風」（18年3月完成） 

北岳中腹の白根御池小屋（17年10月完成） 

市長に、 

今沢 忠文氏が
当選しました。

南アルプス市長選挙の開票結果
投票総数  40,168票（投票率71.63％） 

当　落 

当 

落 

落 

落 

得票数 

 

候補者氏名 

今　沢　忠　文 

小　池　通　義 

齋　藤　公　夫 

清　水　元　春 

14,701票 

14,676票 

9,396票 

904票 

（無効票：491票）

南アルプス市議会議員補欠選挙
投票総数  40,108票（投票率71.52％） 

当　落 

当 

落 

得票数 

 

候補者氏名 

金　丸　忠　仁 

小　林　敏　徳 

18,420票 

16,673票 

（無効票：5,015票）

南アルプス市選挙区
山梨県議会議員一般選挙

投票総数  35,737票（投票率63.27％） 

当　落 

当 

当 

当 

落 

落 

得票数 

 

候補者氏名 

金　丸　直　道 

内　田　　　健 

中　込　博　文 

桜　本　広　樹 

名　取　　　泰 

8,243票 

7,876票 

7,719票 

6,332票 

5,139票 

 （無効票：428票）

金丸直道 県議 中込博文 県議 内田健 県議 

金丸 忠仁
南アルプス市議

今沢 忠文
南アルプス市長

新 
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総　務　部 4 防災関係、確定申告関係、人事関係、職務対応について 

企　画　部 4

保健福祉部 13

市　民　部 5

循環バス関係、座談会関係、市政への提言、職務対応について 

教育委員会 5

企　業　局 1

美術館・図書館 3

体育協会 2

合　　計 57

不審者対策について（2）、人権侵害関係、いじめ問題、学校の授業について 

市営バス（山岳）の運行について 

文化芸術政策の改善について、駐輪場の整備、職務対応について 

桃源郷マラソン運営について、施設の改善について 

障害者支援関係（6）、保育関係、児童センター・児童館関係（2）・障害者福祉関係（2）、 

子どもの肥満について、働く女性の出生率向上について 

建　設　部 7
公共施設（公園）のサービス・整備関係（4）、交差点の改良関係（1）、 

道路環境の整備について（2） 

農林商工部 13
温泉施設関係（3）、企業誘致関係（2）、施設の完全性について（2）、山小屋関係（3）、 

土地改良関係、地産池消の推進、雑草等の駆除について 

ゴミ処理・廃棄物処理関係（3）、医療費関係、郵便局の駐車場整備について 

部局名 主な内容 件 数 

「市長への手紙」等の受付状況 ［平成18年度分］ 

みな
さまか

らの貴重なご
意見ご要望、お待ちしています！

　市民の率直な意見、提言を市政に反映するため「市長への手紙」や「電子メール」を

活用しています。 

　手紙はすべて市長が目を通し、担当課で対応しています。 

　市長への手紙については、用紙と封筒が市内公共施設・南アルプス郵便局等に用意

してありますので、ご利用ください。 

　また、電子メールについては、市のホームページでご意見ご要望の受付をしています。 

　平成18年度の「市長への手紙」には、57件のご意見が寄せられました。さらに、メ

ールについては、278件の受付を行いました。 

市長への手紙をご利用ください 
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若
い
子
育
て
世
帯
等
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の

養
育
者
に
対
す
る
児
童
手
当
の
額
を
、第
１

子
及
び
第
２
子
に
つ
い
て
倍
増
し
、出
生
順

位
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
月
額
１
０
、０
０
０
円

の
支
給
と
な
り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
３
歳
以
上
の
子
ど
も
の
児
童
手

当
支
給
額
、
支
給
対
象
年
齢
及
び
所
得
制

限
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
現
行
ど
お
り
で
、

小
学
校
卒
業
（
１２
歳
到
達
後
の
最
初
の
３

月
３１
日
）
ま
で
は
、第
１
子
及
び
第
２
子
の

手
当
額
は
５
、０
０
０
円
で
す
。 

　
児
童
手
当
は
、認
定
請
求
の
あ
っ
た
翌
月

分
か
ら
支
給
し
ま
す
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
た

方
、転
入
し
て
き
た
方
は
、お
早
め
に
認
定

請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、平
成
１８
年
度
に
認
定
請
求
を
行
っ

た
が
、所
得
オ
ー
バ
ー
に
よ
り
児
童
手
当
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
で
、次
に
該
当
す
る

方
は
再
度
認
定
請
求
を
す
る
と
受
給
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

○
平
成
１８
年
中
の
所
得
が
、平
成
１７
年
中

　
に
比
べ
減
少
し
た
。 

○
扶
養
者
が
増
加
し
た
。 

○
国
民
年
金
加
入
者
か
ら
厚
生
年
金
等
の

　
加
入
者
に
変
わ
っ
た
。 

お
問
合
せ
先 

子
育
て
支
援
課
　
1（
２
８
２
）７
２
９
３ 

児
童
手
当
の
認
定
請
求 

　
所
得
制
限
限
度
額
は
、前
年（
１
月
か
ら
５

月
ま
で
の
月
分
に
つ
い
て
は
前
々
年
）の
所

得
額
で
判
定
し
ま
す
。
ま
た
、所
得
に
は
一
定

の
控
除
が
あ
り
ま
す
。 

注
１
）所
得
税
法
に
規
定
す
る
老
人
控
除
対
象
配
偶

　
者
又
は
老
人
扶
養
親
族
が
あ
る
者
に
つ
い
て
の
限

　
度
額（
所
得
額
ベ
ー
ス
）は
右
記
の
額
に
当
該
老
人

　
控
除
対
象
配
偶
者
又
は
老
人
扶
養
親
族
１
人
に
つ

　
き
６
万
円
を
加
算
し
た
額
。 

注
２
）扶
養
親
族
等
の
数
が
６
人
以
上
の
場
合
の
限

　
度
額（
所
得
額
ベ
ー
ス
）は
、１
人
に
つ
き
３８
万
円（
扶

　
養
親
族
等
が
老
人
控
除
対
象
配
偶
者
又
は
老
人
扶

　
養
親
族
で
あ
る
と
き
は
４４
万
円
）を
加
算
し
た
額
。 

【
所
得
制
限
限
度
額
】 

児童手当制度が改正！ 

【0歳以上3歳未満の児童の養育者に対する児童手当】 

第3子以降　　月額10,000円 

第1子、第2子  月額5,000円 

月額１0,000万円（現行どおり） 

月額10,000円（倍増） 

第3子以降　　月額10,000円 

第1子、第2子  月額5,000円 

3歳以上は現行どおりです 今回の改正では、受給者が
行う手続はありません。 

※制度改正後、最初の支給は 
　6月となります 

現　行 改　正 

扶養親族等の数 

0人 

1人 

2人 

3人 

4人 

5人 

460万円 

498万円 

536万円 

574万円 

612万円 

650万円 

532万円 

570万円 

608万円 

646万円 

684万円 

722万円 

自営業者 
（国民年金加入者） 

サラリーマン 
（厚生年金等加入者） 

月額１万円［5千円の増］ 月額１万円［5千円の増］ 月額１万円［5千円の増］ を支給します。 

4月1日から 
第1子と第2子にも3歳まで 
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県
内
外
か
ら
の
参
加
者
で
毎
年
賑
わ
う
桃
源
郷

マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、今
年
で
5
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、参
加
者
た
ち
は
、満
開
に
咲
き

誇
っ
た
桃
や
桜
の
花
を
楽
し
み
な
が
ら
健
脚
を
競

っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
、ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
経
験
を
持
つ
弘
山
晴
美

さ
ん
と
タ
レ
ン
ト
の
森
脇
健
児
さ
ん
を
迎
え
、選
手

と
一
緒
に
春
の
桃
源
郷
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。
 

　
メ
ー
ン
会
場
と
な
っ
た
櫛
形
総
合
公
園
内
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
市
内
の
団
体
や
企
業
に
よ
る

甘
酒
や
麦
茶
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、コ
ー
ス
沿
道
に
は
、市
民
が
旗
を
持
ち
応

援
す
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
、子
ど
も
た
ち
も
ラ
ン
ナ

ー
に
水
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
な
ど
多
く
の
市
民
が

参
加
者
た
ち
を
歓
迎
し
て
い
ま
し
た
。
 

春色に染まった市内を 4,800人のランナーが 
駆け抜ける！ 
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タイム 

1:11:38 

1:15:58 

1:15:43 

1:27:41 

1:27:34 

1:36:17 

0:34:25 

0:35:06 

0:37:12 

0:42:32 

0:38:24 

0:44:19 

0:43:50 

0:44:57 

0:43:58 

0:53:22 

0:16:46 

0:17:07 

0:19:20 

0:28:57 

0:20:04 

0:20:33 

0:21:23 

0:12:49 

0:13:52 

0:15:33 

0:12:51 

0:14:33 

0:13:38 

0:19:31

順位 

優勝 

7位 

優勝 

15位 

優勝 

5位 

優勝 

3位 

優勝 

12位 

優勝 

19位 

優勝 

2位 

優勝 

10位 

優勝 

2位 

優勝 

41位 

優勝 

4位 

優勝 

優勝 

3位 

優勝 

優勝 

7位 

優勝 

10位 

氏名(敬称略) 

依田　崇弘 

市口　英樹 

伊藤　正弥 

有泉　末廣 

長岡　美奈 

金森　早苗 

岩澤　優治 

早川　真悟 

荻　　　久 

植松　文雄 

渡辺　正英 

飯野　信二 

山岡あやの 

中込　沙紀 

高山　恵子 

望月　幸子 

雨宮　　健 

藤巻　良規 

古川　次宏 

深沢　俊雄 

佐山　奈帆 

清水　麗花 

名取　和子 

小林　若葉 

志村　怜也 

中矢亜有実 

望月　光紀・光樹 

金森　幸弘・良太 

柳川　知宏 
長谷川光世 
手塚　朋子 
宇田川栄一 

住所(所属） 

東京都（東京大学大学院） 

六科 

北杜市（伊藤牛乳店） 

小笠原 

東京都 

小笠原 

甲府市 

山寺（南ｱﾙﾌﾟｽ陸協） 

甲府市（山日YBS） 

西野 

甲府市（ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀ） 

飯野 

長野県（諏訪清陵高校） 

飯野（南アルプス市） 

笛吹市（笛吹市陸協） 

百  々

笛吹市（御坂中学校） 

榎原（八田中学校） 

埼玉県（いきいきｸﾗﾌﾞ） 

下宮地（江原楽走会） 

甲斐市（玉幡中学校） 

六科（八田中学校） 

吉田（南ｱﾙﾌﾟｽ陸協） 

中央市（駿台甲府小学校） 

西野（南ｱﾙﾌﾟｽAC） 

百  々

甲府市（大国陸上ｸﾗﾌﾞ） 

小笠原（櫛形山RC） 

代表者：神奈川県 

代表者：西野 

各種目別優勝者と 
         市民のベスト記録 

ハーフマラソン 
男子 一般 

ハーフマラソン 
男子45歳以上 

ハーフマラソン 
女子 一般 

10km  男子  
高校生～ 
39歳以下 

10km  男子  
40歳代 

10km  男子  
50歳以上 

10km  女子  
高校生～ 
39歳以下 

10km  女子  
40歳以上 

5km  男子  
中学生 

5km  男子  
60歳以上 

5km  女子  
中学生 

3.5km  男子  
小学生 

3.5km  
ファミリー 

3.5km  
カップル 

5km　女子  
50歳以上 

3.5km  女子  
小学生 

桃 源郷マラソン 

参 加 者 声 

ファミリーの部に参加 

（長野県：小沢さん） 

（東京都：吉田さん） 

　家族4人で初めて参加しました。

疲れてきたところにその都度給

水所があり、いつの間にか走り終

えることができました。天気もよ

く、山もきれいに見え花も丁度満

開で最高でした。来年もぜひ参

加したいと思っています。 

　桃源郷マラソンへは20年ぶり

の参加ですが、給水所もたくさん

設置されていたので、楽しく花を

満喫しながら完走することができ

ました。年間、20レースくらい走

っていますが、この大会はボラン

ティアの方たちの行き届いたサー

ビスに大変満足しています。来年

も参加したいと思っています。 

ハーフマラソン 
男子45歳以上の部に参加 

弘山晴美選手は、3.5キロのファミリーの部に出場しました。 
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大
井
夫
人
隊
が
出
陣 

初
代
「
由
布
姫
」
役
に 

上
田
ひ
と
み
さ
ん（
百
々
） 

が
選
出 

　
大
井
夫
人
行
列
の
参
加
者
は
34
名
で
、

公
募
者
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
大
井
夫
人
役
に
は
市
内
外

の
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
し
て
い
る
「
信
玄
ロ
ッ

ク
愛
好
会
」
の
代
表
を
務
め
て
い
る
飯

室
マ
ツ
エ
さ
ん（
徳
永
）が
選
ば
れ
、舞
鶴

城
で
行
わ
れ
た
出
陣
式
に
、「
武
田
三
代
」

役
と
し
て
花
を
添
え
ま
し
た
。 

　
ま
た
、侍
女
や
侍
役
に
も
同
愛
好
会

の
メ
ン
バ
ー
が
数
多
く
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
信
玄
公
祭
り
の
マ
ド
ン
ナ
役
と
し
て
、

今
年
か
ら
「
由
布
姫
」
が
登
場
し
ま
し

た
。
今
ま
で
の
「
湖
衣
姫
」
か
ら
、大
河

ド
ラ
マ
で
の
役
名
に
あ
わ
せ
て
変
更
に

な
っ
た
も
の
で
、県
内
外
か
ら
応
募
の
あ

っ
た
２
０
４
名
の
中
か
ら
南
ア
ル
プ
ス
市

在
住
の
上
田
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
出
陣
式
前
の
県
庁
内
で
大
井
夫
人

と
出
会
い
、互
い
に
エ
ー
ル
を
交
わ
し
て

い
ま
し
た
。 

　
４
月
７
日
に
行
わ
れ
た
第
３７
回
信
玄
公
祭
り
に
、今
年
も
大
井
夫
人
隊

を
結
成
し
て
出
陣
し
ま
し
た
。 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ「
風
林
火
山
」
の
放
映
で
、例
年
を
大
幅
に
上
回

る
観
光
客
で
賑
わ
う
な
か
、堂
々
の
行
進
を
行
い
、沿
道
か
ら
大
き
な
声
援

を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

信
玄
公
祭
り 
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情
報
ひ
ろ
ば 
情
報
ひ
ろ
ば 

○
沢
登
　
眞
様（
十
五
所
） 

コ
ピ
ー
機（
働
く
婦
人
の
家
に
設
置
） 

　
次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

善
意
を
あ
り
が
と
う 

 

必
要
書
類
　
減
免
申
請
書
、身
体
障
害
者

　
手
帳
等
、運
転
免
許
証
、自
動
車
検
査
証
、

　
生
計
同
一
申
告
書（
家
族
運
転
の
場
合
） 

平
成
18
年
11
月
〜
平
成
19
年
３
月
ま
で
の

閲
覧
件
数
　
４
６
９
件 

受
付
期
間
　
５
月
１４
日（
月
）〜
２４
日（
木
） 

申
請
場
所
　
税
務
課
、各
支
所
地
域
生
活
課 

お
問
合
せ
　
広
聴
広
報
課 

1（
２
８
２
）６
０
７
４ 

お
問
合
せ
　
税
務
課 1（

２
８
２
）７
３
７
９ 

お
問
合
せ
　
国
保
年
金
課 

1（
２
８
２
）７
２
４
８ 

お
問
合
せ
　
環
境
課 1（

２
８
２
）６
０
９
７ 

　
心
身
等
に
障
害
を
持
つ
方
は
、軽
自
動

車
税
の
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
の
で
、申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

※
す
で
に
減
免
を
受
け
て
い
る
方
は
、変
　

更
が
な
け
れ
ば
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
　

せ
ん
。 

※
障
害
の
区
分
・
程
度
に
よ
っ
て
該
当
に
な

　
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※
昨
年
１１
月
か
ら
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

　
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
に
厳
し
い
制
限

　
が
設
け
ら
れ
、ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど

　
の
発
送
業
務
の
た
め
の
閲
覧
は
で
き
な

　
く
な
り
ま
し
た
。目
的
外
利
用
の
禁
止
、

　
第
三
者
へ
の
提
供
を
禁
止
し
た
ほ
か
、

　
閲
覧
者
の
氏
名
や
利
用
目
的
な
ど
の
公

　
表（
当
市
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
　

予
定
）が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

軽
自
動
車
税
の 

減
免
申
請
に
つ
い
て 

　
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
は
、申
請
に
よ

り
許
可
し
て
い
ま
す
が
、だ
い
じ
な
個
人
情

報
を
守
る
た
め
に
、国
ま
た
は
地
方
公
共

団
体
の
機
関
等
が
、法
令
で
定
め
る
事
務

を
遂
行
す
る
た
め
な
ど
の
限
ら
れ
た
場
合

合
の
み
の
閲
覧
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
南
ア
ル
プ
ス
市
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧

に
関
す
る
事
務
取
扱
要
綱
の
規
定
に
よ
り
、

昨
年
１１
月
以
降
の
閲
覧
状
況
を
次
の
と
お

り
公
表
し
ま
す
。 

住
民
基
本
台
帳
の 

閲
覧
状
況
に
つ
い
て 

　
国
民
年
金
に
は
、学
生
本
人
の
前
年
所

得
が
１
１
８
万
円
以
下
の
場
合
、申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の
支
払
い
が
猶
予

さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。 

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
、将
来

の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
の
で
、承
認
期
間
終
了
後
１０
年

以
内
に
保
険
料
を
納
付
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

　
希
望
者
は
、年
金
手
帳
と
学
生
証
ま
た

は
在
学
証
明
書
を
用
意
の
う
え
、国
保
年

金
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
で
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、申
請
は
毎
年
必
要
で
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

※
ど
こ
の
会
場
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
の
で
、ハ
ガ
キ
を
忘
れ
ず
に
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
今
回
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、動
物
病

　
院
等
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
、市

　
役
所
環
境
課
ま
た
は
、各
支
所
地
域
生

　
活
課
で
注
射
済
票
の
交
付
申
請
を
行
っ

　
て
く
だ
さ
い
。 

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度

を
ご
存
知
で
す
か
。 

 

今
年
度
、市
役
所
で
行
う
狂
犬
病
予
防

集
合
注
射
は
、次
の
日
程
で
最
後
に
な
り

ま
す
。 

狂
犬
病
の
予
防
注
射
は 

も
う
お
済
み
で
す
か
？ 

　
甲
西
支
所
　
９
時
３０
分
〜
１１
時 

　
若
草
支
所
　
１３
時
〜
１４
時
３０
分 

　
八
田
支
所
　
９
時
３０
分
〜
１１
時 

5
月
19
日（
土
） 

　
本
庁
　
　
　
９
時
３０
分
〜
１１
時 

　
白
根
支
所
　
９
時
３０
分
〜
１１
時 

5
月
20
日（
日
） 

お
知
ら
せ 

商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を 

　
６
月
１
日
、商
業
統
計
調
査
が
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。こ
の
調
査
は
統
計
法
に

基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
国
の
重
要
な
調
査

で
、卸
売
業
・
小
売
業
を
営
む
す
べ
て
の
事

業
所
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
５
月
下
旬
頃

か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所
に
伺
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
提
出
さ
れ

た
調
査
票
は
統
計
上
の
目
的
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

Information
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募
　
集 

1

　
労
働
保
険
の
申
告
と
納
付
は
５
月
２１
日

（
月
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、忘
れ
ず

に
年
度
更
新
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。 

　
ま
た
、今
年
度
の
更
新
か
ら
石
綿（
ア
ス

ベ
ス
ト
）健
康
被
害
救
済
の
た
め
の
「
一
般

拠
出
金
」
の
申
告
と
納
付
も
あ
わ
せ
て
お

願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、雇
用
保
険
料
率
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
の
で
、申
告
時
に
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

労
働
保
険
料
の
申
告
と
納
付

　
保
育
士（
要
資
格
） 

※
市
内
の
保
育
所
に
常
勤
で
き
る
者 

市
臨
時
職
員

献
血
に
ご
協
力
を
！

　
５
月
３１
日（
木
）   

　
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

　
　
　
　
１２
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分 

　
白
根
支
所
　
東
側
駐
車
場 

　
食
生
活
を
通
し
て
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
く
に
は
、事
前
に
養
成
講

習
会
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

八
田
地
区
（
榎
原
）
　
　
　
　
　 

３
名 

白
根
地
区
（
百
々･

今
諏
訪
・
源
）
８
名 

若
草
地
区
（
藤
田
・
浅
原
）
　
　 

３
名 

櫛
形
地
区
（
柿
平
・
山
寺
・
北
） 

１０
名 

甲
西
地
区
（
東
南
湖
・
田
島
）
　 

６
名 

※
対
象
地
区
以
外
で
も
可 

1

1

1

11

11

「
八
田
村
誌
」
が

発
刊
さ
れ
ま
し
た

　
八
田
村
誌
の
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

代
金
と
引
き
換
え
に
配
本
し
ま
す
の
で
、八

田
支
所
地
域
生
活
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
市
内
在
住
者
　  

５
、０
０
０
円 

　
　
　
　
市
外
の
方
　  

１
０
、０
０
０
円 

　
木
造
個
人
住
宅
の
耐
震
性
を
知
り
、住

宅
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
、「
耐
震
診
断

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
人
が
健
康
診
断
を
す
る
よ
う
に
、持
ち

家
の
耐
震
診
断
も
積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ

う
。費
用
は
、市
が
全
額
負
担
し
ま
す
。 

1
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工
さ
れ

　
た
住
宅 

　（
昭
和
５６
年
６
月
１
日
以
降
に
増
築
を

　
行
っ
た
場
合
も
可
能
で
す
。） 

5
木
造
在
来
工
法
で
建
て
ら
れ
た
２
階
建

　
て
以
下
の
住
宅 

　（
プ
レ
ハ
ブ
工
法
、ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法

　
は
対
象
外
で
す
。） 

3
長
屋
及
び
共
同
住
宅
以
外
の
戸
建
の
住
宅 

4
延
床
面
積
が
３
０
０
m2（
約
９０
坪
）以
下

　
の
住
宅 

5
併
用
住
宅
の
場
合
は
、延
床
面
積
の
過
半

　
が
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
住
宅 

6
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
が
所
有
し
、

　
か
つ
居
住
し
て
い
る
住
宅 

　（
複
数
の
住
宅
を
所
有
し
て
い
る
方
に

　
つ
い
て
は
、主
に
居
住
し
て
い
る
１
棟
を

　
対
象
と
し
ま
す
。） 

※
市
で
実
施
す
る『
耐
震
診
断
』を
受
診

　
す
る
と
、耐
震
改
修
補
助
事
業
の
対
象

　
に
な
り
ま
す
。 

　
５
月
３１
日（
木
）ま
で 

　
３０
戸 

８
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の

　
内
１０
日
間（
平
日
の
日
中
） 

　
５
月
１８
日（
金
）ま
で 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
ま
す 

わ
が
家
の
耐
震
診
断
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

食
生
活
改
善
推
進
員

日
　
時
　
５
月
２５
日（
金
）　
１３
時
〜 

※
１２
時
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す 

　
東
京
都
　
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ 

　
　
　
　（
Ｊ
Ｒ
中
野
駅
前
）１３
階 

　
　
　
　
コ
ス
モ
・ス
カ
イ
ル
ー
ム 

　
山
梨
県
内
へ
の
就
職
を
希
望
す

　
る
社
会
人
の
方
及
び
学
生
。 

　
た
だ
し
高
校
生
を
除
き
ま
す
。 

　
合
同
就
職
面
接
会
、農
林
業
・
福

　
祉
等
の
仕
事
相
談
、田
舎
暮
ら
し
等
の

　
情
報
提
供
な
ど 

　
無
料（
申
込
不
要
） 

　
若
干
名 

　
５
月
２１
日（
月
） 

　
５
月
１５
日（
火
）ま
で 

※
募
集
要
項
及
び
申
込
書
は
人
事
課
で
配

　
付
し
ま
す
。 

山
梨
Ｕ
・
Ⅰ
タ
ー
ン
就
職
フ
ェ
ア
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1

 
　
学
習
者
へ
の
日
本
語
指
導
ま
た
は
お
手

　
伝
い
が
で
き
る
方 

 

　
日
本
語
が
全
然
分
か
ら
な
い
外
国
人
を

　
母
国
語
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
方 

 

　
保
護
者
が
学
習
中
、子
供
の
世
話
を
し

　
て
い
た
だ
け
る
方 

 

　
受
付
、準
備
、交
流
会
等
の
サ
ポ
ー
ト
を

　
し
て
い
た
だ
け
る
方 

　
甲
西
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー 

　
随
時 

　
全
１０
回 

　
５
月
１５
日（
火
）、１８
日（
金
）、２５
日（
金
）、

　
　
　
２９
日（
火
）、３１
日（
木
） 

　
６
月
１
日（
金
）、５
日（
火
）、７
日 

（
木
）、

　
　
　
１２
日（
火
）、１５
日（
金
） 

　
９
時
３０
分
〜
１５
時 

　
Ｊ
Ａ
こ
ま
野 

百
田
支
所 

※
実
習
は
、市
内
各
地
の
果
樹
園
等
で
行

　
い
ま
す
。 

　
６０
歳
代
前
半
の
就
職
希
望
者 

　
１５
名 

　
５
月
７
日（
月
）ま
で 

　
６
月
〜
１０
月
の
原
則
と
し
て
毎

　
週
土
曜
日（
お
お
む
ね
２１
日
間
） 

　
９
時
３０
分
〜
１６
時
１５
分 

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
果
樹
産
地
で
栽
培
の
技
術
を
講
義
と
実

習
を
通
し
て
習
得
し
、果
樹
生
産
地
域
で

就
業
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 

　
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー 

３
Ｆ 

会
議
室 

 

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設 

　
講
座
の
受
講
が
自
立
に
必
要
と

　
認
め
ら
れ
る
方 

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程 

　
７
、０
０
０
円 

　
２０
名 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選 

　
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ 

※
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き

　
ま
す
。 

http://w
w
w
16.ocn.ne.jp/̃bokaren/ 

　
５
月
７
日（
月
）ま
で 

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

果
樹
栽
培
ア
シ
ス
タ
ン
ト
養
成
講
座

　
母
子
家
庭
の
母
等
を
対
象
と
し
た
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。 

　
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
託
児
サ
ー

ビ
ス
も
行
い
ま
す
の
で
、安
心
し
て
受
講
で

き
ま
す
。 

○
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
　
　 

　（
１
部
、２
部
）　
　
　
　
　
　
各
１５
名 

○
金
属
加
工
科
　
　
　
　
　
　
　  

１５
名 

○
住
宅
サ
ー
ビ
ス
科（
１
部
、２
部
）　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
１５
名 

○
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科
　 

　
１５
名 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

（
２
級
課
程
）

再
就
職
を
め
ざ
す
方
へ

職
業
訓
練
を
無
料
実
施

第
１９
回

そ
よ
か
ぜ
コ
ン
サ
ー
ト

　
昭
和
６１
年
４
月
２
日
〜
平

　
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者 

　
９
月
９
日（
日
） 

　
甲
府
市
内
を
予
定 
 

　
教
養
試
験
、適
正
試
験
、作
文
試
験 

 

　
甲
府
税
務
署
ほ
か 

　
６
月
２６
日
〜
７
月
３
日 

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種（
税
務
）

試
験（
高
校
卒
業
程
度
）

1

15

1

〒
４
０
０-

０
０
２
５ 

甲
府
市
朝
日
４
‐
５
‐
２１  

　
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
内 

　
山
梨
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

　
セ
ン
タ
ー 

　（
財
）山
梨
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
内 

1（
２
５
２
）７
０
１
４ 

5（
２
５
３
）７
０
４
６ 

1
　
６
月
３
日（
日
）・
雨
天
決
行 

　
１１
時
４５
分 

　
１２
時
１５
分 

　
社
会
福
祉
村
・
あ
け
ぼ
の
医
療

　
福
祉
セ
ン
タ
ー（
交
流
の
庭
） 

　
稲
垣 

潤
一 

　
前
売
　
３
、０
０
０
円 

　
　
　
　
当
日
　
４
、０
０
０
円 

※
中
学
生
・
障
害
者
　
１
、５
０
０
円 

　
テ
レ
ビ
山
梨
・
甲
府
音
響
ほ
か 

イ
ベ
ン
ト
・
教
室
等 
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日
　
時 

　
５
月
１２
日（
土
） 

１０
時
〜
２０
時 

　
５
月
１３
日（
日
） 

９
時
〜
１７
時 

場
　
所
　
甲
西
農
村
セ
ン
タ
ー 

春
の
山
野
草
展 

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ 

開
催
日
　
５
月
１０
日
〜
３１
日
の 

　
　
　
　
毎
週
木
曜
日（
全
４
回
） 

時
　
間
　
２０
時
〜
２２
時 

場
　
所
　
グ
ロ
ッ
タ
ア
ズ
ー
ラ（
小
笠
原
） 

費
　
用
　
１
、０
０
０
円（
４
回
分
） 

申
込
期
限
　
５
月
８
日（
火
） 

ビ
リ
ヤ
ー
ド
教
室 

あ
な
た
も
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か 

開
催
日
　
５
月
１１
日（
金
）、２５
日（
金
） 

時
　
間
　
１３
時
〜
１６
時 

場
　
所
　
甲
西
農
村
セ
ン
タ
ー 

時
　
間
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分 

※
予
約
受
付
は
５
月
１
日
か
ら
で
す
。 

※
相
談
回
数
は
年
１
回
で
す
。 

法
律
相
談（
要
予
約
） 

お
問
合
せ  

竜
王
社
会
保
険
事
務
所
　 

1（
２
７
８
）１
１
０
０ 

お
問
合
せ  

甲
西
山
野
草
会
・
松
野
さ
ん
　 

1（
２
８
２
）６
２
１
７ 

申
込
・
お
問
合
せ  

山
梨
県
ビ
リ
ヤ
ー
ド
協
会 

1（
２
２
３
）７
６
５
７ 

開
催
日
　
５
月
９
日（
水
）、６
月
６
日（
水
） 

時
　
間
　
９
時
３０
分
〜
１６
時 

場
　
所
　
商
工
会
南
部
セ
ン
タ
ー 

社
会
保
険
相
談 

お
問
合
せ  

総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務
所

　
1（
０
５
７
０
）０
９
０
１
１
０ 

開
催
日
　
５
月
２３
日（
水
）  

時
　
間
　
１０
時
３０
分
〜
１５
時 

場
　
所
　
オ
ギ
ノ
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
店 

内
　
容
　
国･

県･

市
な
ど
の
行
政
全
般
に

　
　
　
　
関
す
る
苦
情
、意
見
、要
望 

　
行
政
書
士
、司
法
書
士
に
よ
る
民
事
相

談
を
行
い
ま
す
。 

　
用
具
の
名
称
、使
い
方
の
説
明
か
ら
ゲ

ー
ム
の
実
践
ま
で
、４
段
階
の
ス
テ
ッ
プ
で

わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。 

※
第
２
回
山
梨
県
市
町
村
対
抗
戦
を
５

　
月
２０
日
に
開
催
し
ま
す
。
南
ア
ル
プ
ス

　
市
予
選
会
は
５
月
上
旬
に
行
い
ま
す
の

　
で
、参
加
希
望
者
は
グ
ロ
ッ
タ
ア
ズ
ー
ラ

　（
1
０
９
０
・
７
２
４
４
・
６
２
４
５
）ま

　
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

特
設
合
同
行
政
相
談
所
の
開
設 

お
問
合
せ  

観
光
商
工
課
　 

1（
２
８
２
）６
２
９
４ 

開
催
日
・
場
　
所 

　
５
月
１２
日（
土
） 

働
く
婦
人
の
家 

　
５
月
１６
日（
水
）商
工
会
南
部
セ
ン
タ
ー 

時
　
間
　
１０
時
〜
１６
時 

年
金
・
賃
金
・
労
災
な
ど
の
相
談 

お
問
合
せ  

市
民
生
活
課
　 

1（
２
８
２
）６
４
９
３ 

お
問
合
せ  

市
民
生
活
課
　 

1（
２
８
２
）６
４
９
３ 

お
問
合
せ  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　 

1（
２
８
２
）７
３
４
７ 

行
政
相
談 

行
政
相
談
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た 

開
催
日
・
場
所 

　
５
月
１８
日（
金
） 

　
八
田
支
所
・
若
草
支
所 

　
６
月
１
日（
金
） 

　
白
根
支
所
・
市
役
所
本
庁 

　
４
月
１
日
付
け
で
次
の
５
名
の
方
が
、

前
回
に
引
き
続
き
総
務
大
臣
よ
り
、南
ア

ル
プ
ス
市
担
当
の
行
政
相
談
委
員
と
し
て

委
嘱（
任
期
２
年
）さ
れ
ま
し
た
。 

　
行
政
相
談
は
、国
や
県
、市
に
対
す
る
苦

情
や
意
見
・
要
望
等
の
相
談
業
務
を
行
い

ま
す
。 

藤
巻
　
　
清
さ
ん（
野
牛
島
） 

1（
２
８
５
）０
９
９
７ 

小
野
　
昭
二
さ
ん（
上
八
田
） 

1（
２
８
５
）０
３
８
２ 

秋
山
　
栄
男
さ
ん（
芦
安
芦
倉
） 

1（
２
８
８
）２
１
１
６ 

名
取
　
健
二
さ
ん（
吉
田
） 

1（
２
８
２
）１
７
６
９ 

石
川
　
敏
彦
さ
ん（
清
水
） 

1（
２
８
２
）５
２
３
０ 

※
若
草
地
区
の
荻
野
茂
幸
さ
ん
に
つ
い
て

　
は
、２
期
４
年
間
務
め
て
い
た
だ
き
ま

　
し
た
が
、こ
の
た
び
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
数
規
定
に
よ
り
後
任
を
選
任
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、今
後
は
地
区

　
に
関
係
な
く
、各
委
員
ま
で
お
気
軽
に

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

無
料
相
談 

住
宅
改
修
相
談
・
リ
ハ
ビ
リ
相
談 

（
要
予
約
） 

　
高
齢
者
等
の
家
庭
で
の
リ
ハ
ビ
リ
指
導

や
安
心
自
立
を
促
す
住
宅
改
修
相
談
を
行

い
ま
す
。 

日
　
時
　
５
月
８
日(

火) 

時
　
間
　
１０
時
〜
１２
時 

場
　
所
　
市
役
所
本
庁
舎 

相
談
員
　
理
学
療
法
士 

※
在
宅
介
護
相
談
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。 
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入札日 場　所  請　負　者  請負金額（円） 工　事　名 

3月  1日 

3月  1日 

3月  1日 

3月  1日 

3月  1日 

3月  1日 

3月  6日 

3月15日 

3月15日 

 

3月15日 

 

3月19日 

曲輪田５２号線測量調査設計業務委託 

西落合１３号線舗装工事 

農業改良普及センター改修工事 

甲西工業団地内水路清掃業務委託 

市道櫛形７号線・櫛形１６号線雨水管渠清掃業務委託 

南アルプス市営団地火災警報器設置工事 

平成１８年度多面的交流促進整備事業体験農園施設整備工事 

芦安分団第１部ポンプ小屋新築工事 

文化庁委嘱事業日本語教材印刷製本業務 

 

平成１８年度ファイリング消耗品購入　　　　　　　　　　 

 

芦安地区新倉集会所建設工事 

曲輪田地内 

落合地内 

沢登地内 

荊沢・宮沢地内 

小笠原・山寺・桃園・十五所地内 

市内 

曲輪田新田地内 

芦安安通地内 

企画課 

 

市役所・各支所・消防本部 

 

芦安安通地内 

(株)サンリ技研 

新津建設(株) 

(有)東條工務店 

クリーンヘルス(株) 

クリーンヘルス(株) 

日本連合警備(株) 

明友機工（株） 

不調 

野中印刷所 

 

(有)協和堂 

 

（株）米山住研 

2,068,500  

3,339,000  

2,320,500  

1,291,500  

1,006,950  

825,825  

8,286,589  

  

735,000  

 

 

 

10,888,500 

お問合せ　管財契約課　1（282）6092

入札結果 

種
　
目
　
硬
式
野
球 

対
　
象
　
中
学
生（
１２
歳
〜
１５
歳
） 

練
習
日
　
毎
週
火
・
木
・
土
・
日
曜
日 

時
　
間
　
火
木
　
１９
時
３０
分
〜
２２
時 

　
　
　
　
土
日
　
９
時
〜
１７
時 

場
　
所
　
火
木
　
甲
西
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド 

　
　
　
　
土
日
　
日
立
グ
ラ
ウ
ン
ド 

南
ア
ル
プ
ス
リ
ト
ル
シ
ニ
ア 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
団
員
募
集 

対
　
象
　
小
学
１
年
〜
中
学
３
年
生 

練
習
日
　
毎
週
月
・
木
曜
日 

時
　
間
　
１９
時
〜
２１
時 

場
　
所
　
鏡
中
条
体
育
館 

団
　
費
　
１
ヵ
月
２
、０
０
０
円 

※
防
具
、胴
着
等
の
貸
出
有 

※
見
学
自
由 

若
草
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

団
員
募
集 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

　
５
月
１１
日
〜
５
月
２０
日 

重
点
目
標 

　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

申
込
・
お
問
合
せ 

　
渡
辺
1
０
９
０（
８
８
１
９
）１
４
１
０ 

　
笹
本
1
０
９
０（
３
０
０
６
）９
５
１
３ 

申
込
・
お
問
合
せ 

　
　
　
　
河
西
　
1（
２
８
３
）１
４
４
６ 

　
　
　
　
田
崎
　
1（
２
８
４
）２
０
６
１ 

生
涯
学
習
講
座
等
の 

ご
案
内 生

涯
学
習
課 

1（
２
８
２
）７
７
７
８ 

5（
２
８
２
）６
４
２
７ 

①
パ
ソ
コ
ン
講
座（
甲
西
） 

内
　
容
　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

　
　
　
　（
ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
の
で
き
る
方
） 

開
催
日
　
５
月
２２
日（
火
）〜
２５
日（
金
） 

時
　
間
　
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分 

場
　
所
　
甲
西
農
村
セ
ン
タ
ー 

募
集
人
員
　
２０
名 

受
講
料
　
５
、０
０
０
円（
１２
時
間
授
業
） 

②
パ
ソ
コ
ン
講
座（
若
草
教
室
） 

内
　
容
　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作 

　
　
　
　（
ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
の
で
き
る
方
） 

開
催
日
　
５
月
２２
日（
火
）〜
２５
日（
金
） 

時
　
間
　
１９
時
３０
分
〜
２１
時
３０
分 

場
　
所
　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

募
集
人
員
　
２０
名 

受
講
料
　
３
、０
０
０
円（
８
時
間
授
業
） 

③
春
の
自
然
観
察
教
室 

開
催
日
　
５
月
１６
日（
水
）　
雨
天
は
１８
日（
金
） 

時
　
間
　
８
時
〜
１６
時 

集
合
場
所
　
白
根
は
ー
と
ふ
る
セ
ン
タ
ー 

募
集
人
員
　
２０
名 

参
加
費
　
５
０
０
円（
含
保
険
） 

※
各
講
座
、教
室
と
も
受
付
期
間
は
５
月
１
日（
火
）〜 

　
１０
日（
木
）ま
で（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

南
甘
利
山
山
麓
周
辺
を
散
策
し
ま
す
。 

単価契約：ファイルボックス１４
７円／個別ホルダー４２円／プ
リンタ用ボックスラベル３６７.
５円／文書保存箱Ｂ４-Ａ４-ＢＸ
３２７.６円／Ａ４－ＢＸ２３１円 

Information
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MY Town
Topics

市内のできごと 

認知症予防講演会に 
約700人が参加 

　認知症についての正しい理解と予防のための学習会と
して、認知症予防講演会が桃源文化会館で開催されました。
講演会に先立ち市の職員から、「市内の高齢化率は19.0
％で、全国平均を下回り、県内では7番目に低い市町村です。」
との報告が行われたあと、老化現象と認知症との違いなど
について、東京都老人総合研究所の矢富直美氏からわか
りやすい講演がありました。 

3月22日 

地域づくり・まちづくり講演会 

　中部横断自動車道の「南アルプス」と「白根」の両イン
ター周辺の魅力ある土地の活用について検討するために、
青山佳世氏（フリーアナウンサー）を講師に招き、櫛形生
涯学習センターで講演会が行われました。青山氏には全
国各地を旅してきた体験や各地で携わってきたまちづく
り事業の中から、本市の景観等に適した事業について紹
介をしていただきました。 

3月28日 

創立50周記念式典を挙行 
養護老人ホーム 「慈恵寮」 

　慈恵寮は昭和32年4月に定員32名で、滝沢川右岸で開設。
その後定員数が50名に変更され、昭和61年に現在地に新
築移転しました。記念式典には歴代の寮長をはじめとする
関係者と入寮者約100名が参加。また、記念として大型テ
レビ2台が備えられました。 
　なお、慈恵寮は50周年の節目を迎え、今年度から指定管
理者制度の導入を図り、南アルプス市社会福祉協議会に管
理、運営を委託しています。 

3月22日 
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市内のできごと 

平成19年度消防団入退団式 

　消防団入退団式が櫛形総合体育館で行われ、合
併してから4年間、団長としてご尽力いただいた清
水実さんから横打嘉男新団長に法被の引継ぎがあ
りました。今年度は退団者154名に対し、新入団員
は149名で、団長以下739名の団員となりました。 
　また、3月28日には、(社)日本自動車工業会から南
アルプス消防本部へ高規格救急車の寄贈があり、甲
西分遣所へ配置されました。 

4月1日 

名取春仙を偲ぶ 
櫻朧忌（おうろうき） 

　小笠原出身の版画家、名取春仙の命日にあたる3月30日、
法要のための「櫻朧忌」が春仙美術館協力会によって市内で
開かれました。「櫻朧忌」は、春仙が亡くなった昭和35年3月
30日の晩が、桜の満開を迎えたおぼろ月夜だったことにちな
んで名付けられました。 
　また、同会より「南総里見八犬伝」を画題とした名取春仙
の肉筆画の大作「伏姫」を寄贈していただきました。 

3月30日 

「松の実作業所」と「きがる館」が開所 
地域活動支援センター 

　昨年4月に施行された障害者自立支援法に基づき、地域活動支
援センターの運営は法人格を有した団体等に委託することになり
ました。 

　また、きがる館は地域の精神保健等に関
する問題に対し、助言や相談業務を行うため、
下宮地地内の「峡西病院」敷地内に、医療
法人南山会が開設しました。昨年10月に地
域活動支援センターとして運営委託を行い
ましたが、峡西病院の改修計画をきっかけに、
白根中央公民館内に移転しました。 

4月11日 

　松の実作業所は、就労することが困難な精神の障害を持つ人を
支援するために山寺地内に開設しましたが、施設の老朽化が激しく
移転先を検討していました。市は、沢登地内の旧山梨県峡中農業改

良普及センターを
改修し、新たに地
域活動支援センタ
ーとして、運営をＮ
ＰＯ法人ほほえみ
の会に委託しまし
た。 

ふせひめ 
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釜
無
川
の
東
西
を
結
ぶ
歴
史 

〜
信
玄
橋
と
高
砂
渡
し
〜 

　
南
ア
ル
プ
ス
市
上
高
砂
と
甲
斐
市
竜
王

を
結
ぶ
信
玄
橋
。
平
日
の
朝
と
も
な
れ
ば

多
く
の
通
勤
車
両
で
、渋
滞
が
起
こ
り
ま

す
。
信
玄
橋
が
架
か
る
前
、少
な
く
と
も

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
は
竜
王
に

渡
る
の
に
、お
も
に
渡
し
舟
が
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
渡
船
を
「
高
砂
渡
し
」
と

呼
ん
で
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、最
初
は
竜

王
村
が
船
元
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、文
化

７
年（
１
８
１
０
）の
甲
府
代
官
所
へ
の
嘆
願

以
後
、上
・
下
高
砂
へ
移
り
ま
し
た
。
高
砂

渡
し
の
運
営
方
法
や
運
行
期
間
、運
賃
は

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
変
化
し
て
い
き
ま

す
。
今
で

も
残
る
文

書
や
伝
承

か
ら
、
明

治
時
代
の

渡
し
場
の

風
景
を
想

像
し
ま
し

た
。 

 

　
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
、上
高
砂
の
船

着
場
で
腰
掛
け
な
が
ら
船
を
待
っ
て
い
る
と
、

対
岸
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
船
が
近
づ
い
て
き
ま

す
。
ど
う
や
ら
船
頭
さ
ん
が
１
人
と
、そ
れ

を
手
伝
う
船
夫
さ
ん
が
２
人
の
合
計
３
人

で
漕
い
で
い
る
よ
う
で
す
。
船
は
底
が
平
ら

な
高
瀬
舟
で
、長
さ
は
12
・
４
ｍ
、横
２
・
７
ｍ
、

高
さ
は
45 
cm
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
隣
の
客

の
話
で
は
、な
ん
で
も
船
頭
さ
ん
は
代
々
、

河
内
の
富
士
川
沿
い
の
村
々
か
ら
探
し
て

く
る
ら
し
く
、今
の
船
頭
さ
ん
も
身
延
下

山
の
人
だ
そ
う
で
す
。
雇
わ
れ
た
人
の
中

に
は
上
高
砂
で
嫁
を
見
つ
け
、婿
入
り
す

る
人
も
多
か
っ
た
と
か
。 

　
渡
し
船
は
４
月
１
日
か
ら
11
月
ま
で
運

行
し
、釜
無
川
の
水
が
少
な
く
な
る
冬
場

は
、仮
設
の
木
橋
を
渡
る
そ
う
で
す
。
待
っ

て
い
る
人
の
中
に
は
川
東
の
住
人
も
い
ま
す
。

普
段
、渡
し
船
を
利
用
す
る
の
は
川
西
だ

け
で
旧
35
ヵ
村
、川
東
で
も
旧
８
ヵ
村
の
人
々

で
、遠
く
は
武
田
や
樋
口（
現
韮
崎
市
）か

ら
来
た
と
の
声
も
聞
こ
え
ま
す
。
運
賃
は
一

人
５
厘
、牛
馬
を
連
れ
て
行
く
場
合
は
10

厘
。
中
に
は
渡
し
を
使
わ
ず
に
、荷
物
を

頭
の
上
に
載
せ
、歩
い
て
釜
無
川
を
渡
る
人

の
姿
も
見
え
ま
す
。
　
　
　 

　
さ
て
、ど
う
や
ら
船
が
着
い
た
よ
う
で
す
ね
。 

 

　
昭
和
７
年（
１
９
３
２
）
11
月
15
日
、コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
信
玄
橋
が
完
成
す
る
と
、高

砂
渡
し
は
そ
の
役
割
を
終
え
ま
し
た
。
最

初
に
作
ら
れ
た
信
玄
橋
は
長
さ
４
５
５
・
５

m
、幅
員
６
・
36 
m
、橋
脚
32
基
で
、作
業
員

延
１
８
３
０
０
人
、総
工
費
11
万
８
０
０
０

円
の
大
工
事
で
し
た
。
建
築
当
初
は
親
柱

頭
部
に
橋
灯
が
灯
り
、夜
間
に
通
行
す
る

人
々
を
あ
た
た
か
く
照
ら
し
出
し
ま
し
た
。

し
か
し
、橋
灯
は
戦
時
中
に
供
出
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
旧
信
玄
橋
も
老
朽
化
と

社
会
の
発
展
に
伴
い
、平
成
４
年（
１
９
９

２
）、現
在
の
信
玄
橋
の
完
成
と
と
も
に
そ

の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。 

　
高
砂
渡
し
か
ら
旧
信
玄
橋
へ
、旧
信
玄

橋
か
ら
現
在
の
信
玄
橋
へ
と
川
を
渡
る
形

は
変
わ
り
ま
し
た
が
、釜
無
川
は
今
も
変

わ
ら
ず
、往
来
す
る
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
を
水
面
に
映
し
て
い
ま
す
。 

 

か
み
た
か
す
な 

た
か
す
な
わ
た 

た
か
せ
ぶ
ね 

か
わ
ひ
が
し 

お
や
ば
し
ら 

き
ょ
う
と
う 

り
ん 

か
わ
に
し 

み
な
も 

か
わ
ち 

し
も
や
ま 

ふ
な
も
と 

こ 

旧信玄橋　親柱上に橋灯が見える

大正10年頃の高砂渡しと仮橋（斎藤毅一氏蔵）

昭和7年信玄橋開通記念
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ご案内 
公共施設の 

指定管理者から 

C o m m u n a l  f a c i l i t i e s  G u i d e

指 定 管 理 者 制 度  

2

情報 HOT

指定管理者：ＮＴＴファシリティーズ中央 

ご宴会・会合などに最適です。  
団体・サークル様・または個人10名
様以上（要予約） 

文化財課さんとのコラボで実施。
参加者70名。8kmの道のりを全
員完歩。良い汗を流した後にお風
呂を楽しみました。 

湧暇李の里 ［指定管理者：NTTファシリティーズ中央］ 樹園 
南アルプス市野牛島2722 
1285-4131   5285-4133 
URL http://www.jyuen.info

宿泊施設 

樹園 湧暇李の里 

の 

静かな環境の中、和室で落ち着い
た雰囲気のお部屋です。  
日当たりも良くのんびりお過ごしい
ただけます。素泊まりでのご宿泊可
能。企業研修などにも最適です。 

イ ベ ン ト 風 景 

MINAMI-ALPS CITY

無料送迎バスサービス 

毎週26日（フロの日）はポイント2倍
サービス！ 

ポイントカード実施中 

「綾乃」のメューから100円引き 

ふれあい館ご利用のお客様 

バーベキュー場・テニスコート 
70名ご利用可能なバーベキュー場。
食材も用意していますので、手ぶら
できても十分楽しめます。 
（材料1人1800円～） 

テニスコートは全天候型のハードコ
ートが2面あり、ナイターも楽しめま
す。ご利用時間：午前9時～午後9時 

日帰り入浴 
100％源泉かけ流し温泉 
浴槽はすべて源泉かけ流し。全国
でも珍しい炭酸ガスが豊富な温泉で、
入浴するとラムネのような気泡が
体中にまとわりつき、血圧を下げ血
流が改善されます。 
泉質：ナトリウム塩化物・炭酸水素塩泉 

利用者 

74歳まで 

75～79歳・障害者 

80歳以上 

子供（小学生） 

主な入浴・休憩室の利用料金（市内在住者） 
入浴料 

350円 

250円 

無料 

100円 

ふれあい館（休憩室） 

650円 

450円 

450円 

250円 

9月～6月 

7月～8月 

ナイターは500円増し（市内400円）、貸し用具有 

テニスコートご利用料金 
(ハード・コート1面／1時間)

640円 

800円 

御勅使川史跡巡り 
［Ｈ18年10月8日］ 

温泉の泉質と効能を学び健康づ
くりのための入浴術を身につけま
した。厚生労働省健康増進施設
認定申請中。 

温泉入浴勉強会 
［Ｈ19年3月14日］ 

野牛島地区２の会さんとのコラボ
で実施。大研修室いっぱい、約
200名のお客様。感動の涙と笑
い声があふれていました。 

山本晴美歌語りコンサート 
［Ｈ19年2月24日］ 

お食事処「綾乃」 

今月号の文化協会、各種文芸コーナーは休載いたします。 

八田支所 

湧暇李の里 
樹園 

双田橋 

GS
八田小学校 

山梨中央 
銀行 

２０ 

案内板あり 
県道甲斐芦安線 
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図書館 

だより 
M i n a m i - A l p s  C i t y

岩藤しおい／作 
いかだ社 

『花の工作図鑑』 

児童書 新刊案内 

お問合せ／休館日 

櫛形図書館 
1（280）3300 
　 1.7.14.21.28.31日 
白根桃源図書館 
1（284）6010 
　 3.4.7.14.21.28.31日 

わかくさ図書館 
1（283）1501 
　 3.4.7.14.21.28.31日 
※蔵書点検日 25～31日 
八田ふれあい図書館 
1（285）5010 
　 3.4.7.14.21.28.31日 
※蔵書点検日 15～20日 

甲西図書館 
1（282）7291 
　 3.4.7.14.21.28.31日 

I N F O R M A T I O N

5月の開館日 

1（282）7285 
１,８,１１,１５,１８,２２,２５,２９日 

芦安分館 

L i b r a r y

一般書 新刊案内 

おはなし会 

おはなし会 0.1.2

14:00 

10:30 

10:30 

10:30 

10:30 

14:00

10:30 

10:30 

10:30 

10:30 

10:30

12日（土） 

12日（土） 

12日（土） 

毎週木曜日 

12日（土） 

毎週土曜日 

白 

わ 

甲 

櫛 

白 

櫛 

甲 

  8日（火） 

18日（金） 

16日（水） 

17日（木） 

  8日（火） 

八 

わ 

英語のおはなし会と工作教室 
（はらぺこあおむしを作ろう！） 

14：0012日（土） 甲 

工作教室 
「母の日におくるカーネーションとカードをつくろう！」 

14：3012日（土） 八 

そよかぜ子どもまつり 13：3019日（土） 櫛 

子ども読書まつり　場所：白根中央公民館 10：0026日（土） 白 

5 月 の 催 し 物  

休 

休 

休 

休 

休 

『あしたの私のつくり方』 

八 

市立図書館の新しいサービスの案内!!

花には、人を楽し
ませてくれる不思
議な力があります。
野原と庭に咲く花
でできるアイディ
ア満載の花工作を
紹介。 

真戸 香／作 
講談社 

人気者だった同級生
が突然いじめのター
ゲットに。悩みを抱え
ながら精一杯生きる
少女たちを爽やかに
描く。 

●4月から、図書の予約が10冊までできるようになり、

　さらに便利になりました。  

●6月より、図書館の最新情報をメールマガジンでお

　届けします。登録をお待ちしています。 

●メールからのレファレンス（調べもの）の受け付け

　を始めます。また、事例を公開いたします。 

詳しくは、図書館ホームページ 

お近くの図書館カウンターでお問い合わせください。ご利用をお待ちしています。 

をご覧いただくか、 http://lib.m-alps.ed.jp/



健 康  

　成人総合健診は、疾病の早期発見早期治

療のために実施しています。 

　市で行う成人総合健診等への申込と受診

状況を把握するため、「健康診査申込及び実

態調査書」を４月中に全戸へ郵送しました。 

　市での受診を希望されない方も調査の趣

旨をご理解のうえ、全員の提出をお願いします。

（同封の返信封筒をご利用されると、郵送料

はかかりません。） 

　なお、「健康診査申込及び実態調査書」の

提出がない方は、後日市での健診を希望され

ても受付できない場合がありますので、まだ

健診予定が決まっていない方でも、必ず提出

してください。 

　 　 家 族  

け ん  

ぞ く  か  

こ う  

健
康
相
談 

母
子
健
康
手
帳
交
付 

受付時間 午前9時～11時30分 
（都合が悪い場合は、必ずご連絡ください） 

※できる限り本人が来所してください。 
　（代理の方の場合は後日、本人と
　連絡を取らせていただきます） 
※地区は関係ありませんので、都合
　のいい日をご利用ください。 

場　所 　　     実施日 

櫛形健康センター 

2日 
9日 
16日 
23日 
30日 

芦安支所  　　　　　15日（火） 

5月 
schedule

（水） 

Happy
Birthday
祝100歳 祝100歳 

父・茂／母・早美（平岡） 
父・勇二 
母・英理（百々） 

しゅんた 

中澤 駿太 くん 
かえで 

古矢 楓 くん 

いつも笑顔たっぷりの 
あおちゃん。 
元気いっぱい 
のびのび育ってね。 

父・寿尚 
母・美帆（百々） 

あおい 

三好 夏葵 ちゃん 
成人総合健診に伴う 

「健康診査申込及び実態調査書」 
の提出について 

わが家のお殿様です 
元気でスクスク育ってね。 
 

元気◆ 優しく 
強い男の子に 
育ってください。 

提出期限：5月22日(火)

保坂 春子さん （鏡中条）／保坂たけ子さんの夫の母

短いコメントを添えて 

市広報担当まで送ってください。 

お子さんの写真を募集しています。 
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「
仲
良
し
広
場
」

「
仲
良
し
広
場
」 
「
仲
良
し
広
場
」 

開
催
日
　
５
月
13
日（
日
）  

開
　
場
　
13
時
30
分
〜 

開
　
演
　
14
時  

場
　
所
　
桃
源
文
化
会
館
　
桃
源
ホ
ー
ル 

※
入
場
整
理
券
は
桃
源
文
化
会
館
、市
役

　
所（
総
合
案
内
）及
び
各
支
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5月5日の子どもの日を前に、
櫛形北保育所では、年長児（青
組）が、ミニ鯉のぼりをつくり
ました。同保育所では、毎年
子ども達の健やかな成長を
祈って大きな鯉のぼりをみん
なであげています。 

表紙の写真 

◆お問合せ　子育て支援課 
1（282）7293

東
部
方
面
音
楽
隊 

演
奏
会 

親 
子 

で 

遊 

ぼ 

う 

﹇
要
入
場
整
理
券
﹈ 

20


